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通巻 243 号  2023 年 4 月 6 日 

第83回評議員会および 

第132回理事会を開催 
 

3月29日(水)に第83回評議員会および第132

回理事会を、出版クラブビルおよびオンライン

(Zoom)にて開催し、以下の議案について審議い

ただきました。 
 

【第1号議案】 

2022年度事業報告案並びに収支見通し 

【第2号議案】 

2023年度事業計画並びに収支予算案 

【報告事項】 

・プライバシーマーク付与事業者認定について 

・BOOK MEETS NEXT 2023 開催骨子につい

て（案） 
 

各会ともに、すべての議案は満場一致にて承

認されました。 

JRAC ×『この本読んで！』  
第4回「親子で読んでほしい絵本大賞」  

贈賞式開催 
 

第4回「親子で読んでほしい絵本大賞」贈賞式

が3月14日(火)出版クラブホールで開催されま

した(主催：JPIC読書アドバイザークラブ

〔JRAC〕／協力：JPIC）。 

この賞は、『この本読んで！』2022年春号～

冬号で紹介した400冊から、選考委員によって

事前に選ばれた12作品を対象に全国のJRAC会

員の投票で決定します。 

大賞は『がっこうに まにあわない』（作：ザ・

キャビンカンパニー／あかね書房刊）、今回新た

に創設されたベビー賞は、『いっしょだね いっ

しょだよ』（作：きむらだいすけ／講談社)に決

定。授賞式にはザ・キャビンカンパニーのおふた

りと、きむらだいすけさんをお迎えし、JRAC代

表幹事の洞本昌哉さんから賞状を贈呈。作者に

よる朗読のあと、受賞者挨拶では絵本制作に関

わる方たちへの感謝や、子どもに伝えるための

表現についてなどが述べられました。 

第29期 読書アドバイザー養成講座 

121名が修了 
 

第29期JPIC読書アドバイザー養成講座の最

終スクーリングを3月25日(土)、26日(日)に開催。

会場（出版クラブホール）での修了式は３年ぶり

となりました。 

25日は、佐々木宏子さん（鳴門教育大学名誉教

授）による「発達と読書－読むことの多様性と広

がり－」、越高一夫さん（「ちいさいおうち」店

長）の「ブックトークの愉しみ」、今井孝昭さん

（集英社 役員待遇）による「2020年代の漫画編

集者の役割と漫画の状況」と題した講義が行わ

れました。 

26日は岡本幸治さん（製本家）による講義「製

本を調査する」のあと、29期全体のまとめを専

任講師の永江 朗さん（フリーライター）が話さ

れました。修了記念講演は小説家の中島京子さ

んが「読む楽しさ、語る楽しさ」をテーマに講

演。 

今期の修了生は121人で（28期補講生含む）、

これにより修了生は計約2,800人となりまし

た。 

次年度は節目となる30期。テキストの内容を

一新し、地域や業界で活躍する人材育成に更に

力を入れてまいります。今後ともご注目くださ

い。 

専任講師 永江 朗 氏 左から：きむらだいすけさん 

ザ・キャビンカンパニーのおふたり 
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NEWSについてのお問合せや詳細資料ご希望の

方は、事務局までお申し付け下さい。 

JPIC HPアドレス：https://www.jpic.or.jp 

賛助会員様のイベント情報を発信します！ 

JPIC英訳書シリーズ 

新刊のご案内 
 

今月は2タイトルを刊行しました。内閣府によ

る翻訳出版事業では『International  Politics 

and the Search for Peace』（英語版『国際政治：

恐怖と希望』）をオープンアクセス形式で公開し

ました。国際政治の入門書といわれ、1966年の初

版以来読み継がれている故・高坂正堯さんの名

著。国際関係を単純に図式化・理想化することな

く、現実世界を分析し、組織的に論じた一冊で

す。慶應義塾大学名誉教授の田所昌幸さん監修

のもとで英語版を制作しました。 

日本国際問題研究所による英文出版事業で

は、『Examining  Heisei  Japan,  Vol.  III: 

Economy』（平成年間に執筆した英文論稿をテー

マ別に編纂するシリーズ、『論文集 平成日本を

振り返る』より第三巻 経済）を刊行。経済学者

の小峰隆夫さんが責任編集を務めました。計38

名による論稿や演説を発表当時の形で収録。バ

ブル崩壊後のデフレ、金融危機、人口減少や出生

率の低下など、多くの課題に直面した平成の経

済に対し、気鋭の経済学者たちはどのような分

析を行い、どのような政策を提言してきたのか、

幅広い視野から振り返る一冊です。 

上野の森親子ブックフェスタ2023 

開催決定！ 
 

昨年、3年ぶりに上野恩賜公園で開催し、約

26,000人が訪れた上野の森親子ブックフェス

タ。今年は期間・時間を変更して開催します。 
 

【日時】2023年5月4日(木・祝)～5月5日(金・祝) 

9時30分～17時30分 
 

【会場】台東区 上野恩賜公園（中央噴水池周辺

ならびに周辺施設） 
 

本と出合う場所、本を通したさまざまな体験

をしていただける場所として、絵本や児童書を

はじめ、約4万冊の書籍を謝恩価格で販売しま

す。皆様のご来場をお待ちしています！ 

3月のJPIC ONLINE 
 

3月はバラエティに富んだオンラインイベン

トを開催。1日、15日、29日(水)の「いま読み

なおしたい海外児童文学 『指輪物語』の作者

が愛した神話とエルフ語」では、信州大学教授

の伊藤 尽(つくし)さんを講師に迎えました。

ファンタジー文学の金字塔『指輪物語』の作者

であるトールキンの生涯や物語の土壌となった 

大勢の人でにぎわう上野恩賜公園(2022年) 

(左)『International Politics and the Search for 

Peace』 

( 右 )『Examining  Heisei  Japan,  Vol.  III: 

Economy』 

北欧神話やエルフ語に焦点を当ててお話しくだ

さいました。 

18日(土)には藤田浩子さん連続講座「おはなし

春夏秋冬」 が最終回を迎えました。季節に合わ

せたおはなしや手遊び・わらべ歌で参加者を楽

しませてくださった藤田さんは「また皆さんに

元気にお目にかかりたいです」と締めくくりま

した。 

25日(土)は絵本作家の阿部 結さんをお招きし

たトークイベントを開催。第4回「親子で読んで

ほしい絵本大賞」で『この本読んで！』読者賞に

入賞した『なみのいちにち』(ほるぷ出版)をはじ

めとした絵本制作のエピソードを、ラフ画を見

せて話しました。普段なかなか見る機会のない

ラフ画に、参加者からは「制作の裏側を知ること

ができて、ますます絵本のことが好きになった」

など、喜びの声が寄せられました。 

2023年度もJPIC ONLINEは場所や時間を問

わない学びの場として、生涯学習の推進に取り

組みます。 


